
PIPE NETWORKバージョンアップ内容 PIPE Design Proバージョンアップ内容

PIPE NETWORK 10
・Windows 8 対応
・リボンの採用
・プロジェクトエクスプローラーの搭載
・プロパティシートの追加
・グリッドの表示項目追加
・降雨強度式の追加
・縦断図の表現力向上
・可視化の実現

PIPE Design Pro 10
・AutoCAD 2014 対応
・DWGファイルのサイズ縮小
・複数流末対応
・数量帳票出力
・降雨強度式の追加
・縦断図の表現力向上

PIPE NETWORK 11
・コピー＆ペーストの拡張
・リボンUIで状況依存メニュー対応
・4Kディスプレイ対応
・ダイアログ位置の保存
・自動マクロ文字列初期化

PIPE Design Pro 11
・AutoCAD 2016 対応
・コピー＆ペーストの拡張
・ダイアログ位置とサイズの保存
・管網分割および結合
・路線の管径作図
・平面スタイルグリッド拡張

PIPE NETWORK 12
・Windows10 対応
・レイアウト画面の改善
・番号振替の拡張
・並べ替えの改善
・操作性の改善

PIPE Design Pro 12
・AutoCAD 2017 対応
・管網情報表示の拡張
・路線情報表示の拡張
・地下埋設物情報表示の拡張

PIPE NETWORK 13
・新しい縦断図フォーマット編集
・属性単位の色表示
・地下埋設物/取付管表示の拡張
・縦断図帯項目の四則演算機能

PIPE Design Pro 13
・AutoCAD 2018 対応
・地区外流出データの追加
・ハイライト表示の拡張

PIPE NETWORK 14
・地区外流出データの追加
・埋設物との離隔一覧出力
・Unicode対応

PIPE Design Pro 14
・AutoCAD 2019 対応
・PDP属性作成
・平面角度表記(縦断図機能アップ)

・平面スタイル抽出設定(平面機能アップ)

PIPE NETWORK 15
・縦断図帯の現況と計画地盤高の併記
・縦断図の路線番号改行機能の拡張
・ユーザインターフェースの改善

PIPE Design Pro 15
・AutoCAD 2020 対応
・幹線自動決定拡張
・縦断計算時の拡張項目
・GISへのインポート機能

PIPE NETWORK 16
・縦断図帯の現況と計画地盤高からの併記
・縦断図フォーマットの機能を拡張
・計算時機能の拡張

PIPE Design Pro 16
・AutoCAD 2022 対応
・平面図の幹線図出力への対応
・区画割領域編集
・インターセプター流入への対応


